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温 泉 浴 の放 射線 障碍 に及 ぼ す影 響

肝 カタラーゼ活性値に見 られた変化

岡山大学温泉研究所 (指導大島教授)

岡 田

1.緒 言

原子爆弾投下以後,原子病に対する治療並

に予防に関し,又近年には撤業病 として放射

線障帽に対する予防乃至治療に対し,諸種の

ピタミ-/ ,ホルモン及び呼吸抑制剤等が試み

られているが,後萎教授 l) はその-として温

泉浴を探 E)あげている.同僚′ト野田氏2) は党

に三朝温泉入浴が-ツカネズ ミのレ鉄陸将に

及ぼす効果を照射後の致死率並に肝脂肪示教

よりhRi察し,その予防効果を確認 して い る

が,著者は-ツカネズ ミの肝臓 カタラーゼ活

性値測定により研究を行った.

2･実験材料並に実験方法

一群 2-5匹の十分発育した -ツカネズミ

を用い′入浴は 1日1回 370C10分間の全身

浴とし,使用した温泉は三朝温泉中ラドン含

有量 100マツ-以上である山田共同湯の新鮮

な汲みたてのもの (以下山田揚新と略記),同

泉水を 1ケ月以上密栓放置して,放射能を殆

んど壊変せしめたもの (以下山田苗と略記),

放射能が山m湯のほ H/10である富研究所内

温泉 (以下桝泉と略記)を用い,対 mi.は 同

過,同時間の研究所水道水温浴を用いた.

レ繰照射条件は′B次電圧 130KV,B次電

疏 ;3mA,淫過枚 Cu:0･5mm,Al:2mm,技唱

焦点距離 10cmの全身照射である.

放射線量に関しては,一回 50rの少量を毎

日反復照射する場合と,ほぼ年致死量である

4榊rを一回のみ照射する場合と2通 り実験 し
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た.又レ抹照射を泥泉浴に先行 して施行した

場合と,一定期間の温泉浴後にレ練照射を行

った場合とを比較貰験した.

カタラ-ゼ活酎直の測定はKMn()4:を使用

する滴定法によった.即ちM/50の濃度にな

る様に燐酸躍両液別 口えて作 らた PH7.2の

1% tI2つ2水溶液 50ccをとE),予め恒温槽に

て,3TOCにしておき,断頭渇血 した ノ､ツ カ

ネズミの肝臓を正確に約 1gとり,0.01%ア

ルコールにて25倍になし,その 1ccを:蒸滑水

を加えて64ccに稀釈し,全体が1600倍の肝臓

ェキスを作 lj,その1ccを前記のPti7･<･'1%

fIヨ03に加え (A),対照として肝臓エキスの

代 りに蒸溜水を1C(･加え (B),振壷眼和 し,こ

れを直後より時間的に30分～60分迄10cc-づつ

とl)て,10%日_oSO生2ccを加え,M/JOKMn

O生で滴定した.

示教の出し方としては

カタラ-ゼ活性値 LkTi,.talasefaigkeit)

K-十 ogE:霊 宝 が使われているが,普

者は一定時間後のB-A- カメレオン消費量

でカタラ-ゼ活性度を比較することにした.

Ii203分解能は著者の実験条件では実験開始

後120分以内に極大値に達するので,表には比

の値を掲げた.

3.実 験 成 績

1)無入浴尭処置の正常ハツカネズ ミ肝 臓

カタラーゼ示教は中原3)は6.2-7.37といって

いるが,著者も生後約 2ケ月のものは6.92cc
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より生後約7ケ月のものは9192ccの値を得た･

2)1(,日間混浴 (山田新,研泉及び淡水)を

行い,その翌日並に雛1GR目に断頭した-ツ

カネズミの肝臓 カタラーゼ病性値は第 1表の

如 くである.即ち入浴により肝 力タラ-ゼ活

性値は減少するものの如 く,山田新 は翌 日

(2･79cc1及び第16円｢1(2･i･qcc)と大差な

く,ほぼ淡水浴 (-0.8:)cc)と同様であるが,

研泉は翌日(3･G2cc)よl)第1GE=l(-1160cc)

の方が肝カタラーゼ柄性情高 く,機能快復が

認められる.

3) レ線r}Or]回照射後 70日間入浴 (山｢日

新,苗)を行い,照射後第17日日に担聞 せる

第 1表 混浴と肝カタラーゼ

山 田 新 ;空目 3･-13 1GE] 2･r'0
2.1tI) 2.3.I)I

- tt-- 一二 一
研 泉 il･72r G･OO

L I'Ii均 _三竺 ｣ _ー竺

平均 2.Lq5E;

う温浴lr)日間

第 2表 4t'-)Or-一回 照 射
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ものにおいて,肝カタラーゼ活性値は第 2表

の如 く,無入浴が平均値7･03ccで,次が山阿

tLriG.31cc,攻で山け悌-rJ.舶ccにて,温浴によ

る肝カタラ-ゼ溶性値の減弱は放射能の強い

温泉浴に於て著しく.推計学的にも有意の差

が認められた.

4)予め1r･日間入浴 (淡水,山m新)を行

ってから,4･-,01･照射し,1;-･日後に幽-r頭せるも

のをみると,第 2表の如 く,肝 カタラ-ゼ活

性値は無入浴3.8cc,淡水浴 3･(,･7(二C,山 江1新

3.r'-i(こ｢にて,無入浴は正常値より遥 か に 少

く,温浴群は明に無入浴群に比し肝カタラー

ゼf斜里在が高い･

r}〕レ挽 榊r毎日1回全身照射開始 と同 日

に入浴 (Ll佃 瓢 苫)を始動 入浴は10日間

で申ILL,以後はレ線照射のみ連日継漬し,

総計 Bt-'日間で終了し′断頭せるものに於 い

ては,第3表の如 く,肝 カタラーゼ活性値は

無入浴 4.1Gcc,山田77]1.34cc,山田新 3･37

ccにて,ラドン含有量の大なる山田新は肝カ

タラーゼ前件値が我も低い･但し推計学的に

は有意ではない･

(;)予め11-'日間入浴 (山円瓢 研泉)を行っ

て後,レ挽 r)Or毎 日1回6日間照射し,そ の

照 射 後 入 浴 1O日間 日 照射 前 入 浴 1･-'日間

恒 ･.:-● i ' i i 一･t ~--､

4.2-3 7.8!)

4.07 5.30

1

r
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2

2

4

3

3

平均 †il･4t,-, 16･31 巨 03 (平均 巨 51

3.48 ≡1.77

:_-...1>;･-. 二.8日

(照射後17円口) (照射後ll,日日)

後,15日後に断頭せ

るものをみるに,罪

:言責の如 く,山Et]新

(7.S'J｡(:)が研泉 (4･

OL-)CC)よE)も進に高

い肝カタラ-ゼ活性

価を示した･
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第 3表 わO r毎 日 照 射

照射と同時に入浴開始10日間 照射前入浴16日間

3.33 3.21

i--- 二:ニー

2.63 .5.69

4

3

4un･CC

3.

均午

4
,
0三2

5
.
88

2
.3
9

4.9.I)

I).15 ;4.44

抵抗 も肝機能の克進 もこの頃

最 も著明となるの で あ るか

ら,レ級照射に対して混泉俗

を使用するには照射10日以上

前から応用することが合理的

であることは容易に予想しう

る所であり,又著者の実験の

(照射後15日日)

4.考 接

外囲 4) は放射能泉浴が人並に家兎の血清沃

度酸低を増加せしめることを認B,Fleiscllm-

PmnuI.nse7JIo5),井上6)等 は ラドンの物理 化

学的な呼吸抑制を証明し,又大& ,7)森永,8)外

囲 4) は温泉連日浴開始初期に自律系統機能の

著しい動揺を確認した.大畠,横m 9)は-ツ

カネズミの連日三朝温泉浴に際 し,第 1週に

はヒスタミンに対する感受性が増 し,2-3周

の経には逆に抵抗が増すことを認めた.

著書の実験成績によれば,放射能泉入浴は

ハツカネズ ミの放射線陸将に対 し,予防的に

使用した場合のみ有効であるが,レ紘照射後

における応用は却って有害であるという結児

が示された.

最近における内外諸家の研究によれば,体

内の酸化乃至呼吸抑制剤がレ線障侍に有効に

働 くと考-られ る成績が得 られている.従っ

て放射能泉入浴が′一次的には呼吸抑制的に

作用するとすれば,之が他種温浴に比し放射

線障碍に対し特に有効に作用し.うる根拠は理

解にかた くない所である.しかも大畠 7)等の

上記の実験によDみて.三朝温泉俗により生

体の自律系統平衡が正常化され るの は概 し

て,2週間 以後であt),ヒスタミンに対する

一方温泉浴もレ線照射も,

Selyeのいわゆる Strer･Sとして働 くことが明

であるから,その同時負荷は生体への荷重を●

よ[)大にすることになる･ しかも致死還前後

のレ繰照射後死亡があらわれ るのは通常 4日

以後であり,浬泉浴後のヒスクミ-/に対する

感受性の先進や自律系統の平衡失調が最 も著

明に現れるのは,之又,温泉浴開始 3-6日

前後であるのが普通であるから,レ線照射と

温泉浴との同時併用が対照に劣る成績を示し

たことも類推的な解釈が可能である･

か くて著者の実験条件下に於いては,放射

能泉である三朝温泉の予防的応用は-ツカネ

ズ ミのレ緑障得に対 し有効に作問しえたが,

レ紬照射後に於ける温泉浴の併用は有害でこ

そあdlJ,有利な効果を示さなかったのであろ

ラ.

5.結 論

著者は-ツカネズミを使用 し,肝 カタラー

ゼ活性値を示標として,温泉浴が放射線陸将

に対 し如何なる影響を与えるかを検 索した.

1[司-lr,Or照射の場合に於ても,毎 E150r照

射の場合に放ても,照射後の温泉浴は対照に

比 し,寧ろ肝 カタラーゼ活性値を減弱せしめ

た.

之に反し,予め10-1r'日間温泉浴を行って
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から,レ線照射ii:行った場合には,比較的大

量 1回照射の場合にも,少量連日照射の場合

にも,温泉浴は肝カタラーゼ六引fL三位の減弱を

防止する効果が認められ,中でも放射能の最

も強い山田湯入浴が最も有効であった.

之を要するに,著者の実験条件下に於いて
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は,温泉浴はレ線陣碍に対し予防的効果を示

したが,治療的効果を示さなかった.

終筒に臨み御懇億なる御教示と御絞閲を頂いた

恩師大島教授に衷心とり感謝の意を表する･

(本論文の要削 ま,昭和28年6月21日,算63回岡

LLr医学会総会I/=於て発表 Lた･)
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Plミ()rllF二CTIVE F.FFF.ClloF THERMAL BArllHS AGAINST

TUTAIJT3ODY X-IRRADIArllION CHANGES OF LIVER-

eATALASFJACrllIVITY IN MICE.

Toshio OKADA

(p,AT,NEOl･0(lTIitAfJ1,AI∃ORATORY,OKAYAMAUNIVERSITY)

'llllet1vlltllOrinvestigatedtheeffectofa sel･iesofthermalhp.thsofMisLl.r7a,(at37OC for

10mL'r1.-lteS),ulOnthelivel.lC;ltahsetl･Ctiv】tyinXliltradiLTttedmice･

/1､hcthermal1).･lthlrOllo､､.itlgIJr)50dor･eofX-irradiation(450rlorfollowingasuccessive

X-irr･1･dill･tさorlOfd'1･ilyゎorfor6-25daysdecreasedtheliver-catdLl.r･eaCtiv】tymoremarked
thancontroll1-ithoutbaths.

Ontheocherl悶nd,thermLl.11);tt1-slrriortoX-irrfLdip｣tion1)reVentCdthefalllofliver-cntalase

ac亡呈vityinTlleX-irrndこttedmice.


